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横
浜
に
関
す
る
歌
は
、
古
く
か
ら
た
く
さ

ん
あ
り
、
代
表
的
な
も
の
を
紹
介
し
て
い
る
、

例
え
ば
次
の
よ
う
な
文
献
が
あ
る
。『
市
民

グ
ラ
フ
ヨ
コ
ハ
マ
』
第
七
七
号
の
特
集
「『
歌

の
ヨ
コ
ハ
マ
』七
〇
年
」や
、『
マ
イ
ウ
ェ
イ
』

六
九
（
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
振
興
財
団
）
の

「
横
浜
ふ
る
さ
と
歌
物
語
」
を
見
る
と
、
明

治
以
降
、
横
浜
に
関
す
る
歌
の
数
々
を
確
認

す
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
中
に
は
、「
流
行
歌
」
や
「
新
民
謡
」

の
ほ
か
に
、
横
浜
市
な
ど
の
行
政
機
関
が
、

節
目
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
記
念
し
て
制
作
し

た
り
、
歌
詞
・
曲
を
募
集
し
た
り
し
た
歌
も

あ
る
。
著
名
な
と
こ
ろ
で
は
、
現
在
も
歌
わ

れ
て
い
る
「
横
浜
市
歌
」
は
、
明
治
期
の
開

港
五
〇
周
年
の
と
き
に
制
定
さ
れ
て
い
る
。

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
、
横
浜
開
港

百
年
祭
は
、
五
〇
周
年
以
来
の
大
き
な
節
目

で
あ
り
、
や
は
り
歌
の
募
集
が
行
わ
れ
て
い

る
。
県
市
な
ど
で
組
織
さ
れ
た
開
港
百
年
祭

実
行
委
員
会
で
は
、
横
浜
開
港
百
年
の
歌
の

歌
詞
を
募
集
し
、
応
募
総
数
一
一
三
〇
件
か

ら
、
大
佛
次
郎
・
小
船
幸
次
郎
等
の
審
査
に

よ
り
選
定
し
て
い
る
。
こ
の
歌
詞
は
、
西
条

八
十
が
補
作
、
高
木
東
六
が
作
曲
し
、「
歓

喜
の
港
」
と
し
て
、
渡
辺
は
ま
子
、
三
浦
洸

一
の
歌
唱
に
よ
り
、
ビ
ク
タ
ー
か
ら
レ
コ
ー

ド
が
発
売
さ
れ
た
。
ま
た
、
開
港
百
年
祭
で

は
、
小
船
幸
次
郎
の
指
揮
に
よ
り
合
唱
さ
れ

た
（
写
真
1
）。
し
か
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
歌

で
あ
っ
た
た
め
に
、
後
に
は
忘
れ
去
ら
れ
た

歌
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
と
は
別
に
、
昭
和
か
ら
平
成
に
か
け

て
の
著
名
な
作
詞
家
で
あ
る
、
星
野
哲
郎
の

年
譜
に
は
、
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
、

開
港
百
年
を
記
念
し
て
募
集
さ
れ
た
歌
に
応

募
し
た
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
の

応
募
曲
「
浜
っ
子
マ
ド
ロ
ス
」・「
み
な
と
踊

り
」
は
一
位
・
二
位
と
な
り
、
審
査
員
の
一

人
で
あ
っ
た
船
村
徹
に
誘
わ
れ
て
上
京
し
、

本
格
的
に
作
詞
家
の
道
を
歩
む
こ
と
と
な
る

契
機
と
な
っ
た
。
こ
の
歌
詞
は
、
船
村
徹
が

作
曲
し
、
美
空
ひ
ば
り
に
よ
り
レ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
さ
れ
て
発
売
さ
れ
た
の
で
、
著
名
な
歌

と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
時
の
歌
募
集
に
つ
い
て
は
、

五
八
年
の
開
港
百
年
祭
と
は
直
接
的
な
関
わ

り
が
な
く
、
横
浜
で
は
、
余
り
知
ら
れ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
歌
募
集

の
経
緯
に
つ
い
て
、

紹
介
し
て
い
こ
う
。

「
横
浜
の
歌
」
募
集

一
九
五
七
（
昭
和

三
二
）
年
二
月
後
半

に
、
次
の
よ
う
な
告

知
が
『
産
経
時
事
』

紙
面
に
掲
載
さ
れ
た

（
二
月
二
八
日
）。

な
お
、『
産
経
時
事
』

は
、『
産
経
新
聞
』
の
前
身
の
一
つ
で
あ
る
。

告
知
は
「
開
港
百
年
記
念
／
横
浜
の
歌
募

集
」
と
の
タ
イ
ト
ル
で
、
一
八
五
八
（
安
政

五
）
年
、
日
米
修
好
通
商
条
約
が
調
印
さ
れ

て
か
ら
、
翌
五
八
年
が
一
〇
〇
年
に
な
る
の

で
、「
本
社
で
は
、
近
代
日
本
の
発
足
と
な
っ

た
横
浜
開
港
を
記
念
」
し
て
、「
横
浜
の
歌
」

を
募
集
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

主
催
は
、
横
浜
市
・
産
経
時
事
、
後
援
に

は
、
神
奈
川
県
・
横
浜
商
工
会
議
所
・
横
浜

銀
行
・
神
奈
川
県
観
光
協
会
・
日
本
コ
ロ
ム

ビ
ア
株
式
会
社
で
あ
っ
た
。
締
め
切
り
は
、

同
年
三
月
二
〇
日
、
送
り
先
は
、
産
経
時
事

の
横
浜
支
局
（
写
真
2
）
で
あ
っ
た
。

具
体
的
な
規
定
は
、「
横
浜
開
港
を
た
た

え
広
く
港
を
歌
っ
た
も
の
で
、
大
人
に
も
子

ど
も
に
も
歌
え
、
長
く
愛
誦
さ
れ
る
よ
う
な

歌
詞
」
で
、
三
番
か
ら
四
番
ま
で
が
必
要
で

あ
っ
た
。こ
の
よ
う
に
、「
横
浜
の
歌
」と
言
っ

て
も
、
開
港
記
念
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
港
に

関
わ
る
歌
詞
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

審
査
員
と
し
て
は
、
内
山
岩
太
郎
神
奈
川

県
知
事
・
平
沼
亮
三
横
浜
市
長
・
半
井
清
横

浜
商
工
会
議
所
会
頭
の
神
奈
川
県
・
横
浜
関

係
の
首
長
等
や
、
作
詞
家
の
石
本
美
由
起
、

作
曲
家
の
船
村
徹
、
木
下
英
二
産
経
常
務
、

河
島
醇
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
文
芸
部
長
が
予
定

さ
れ
て
い
た
。

賞
金
・
賞
品
は
、
一
等
五
万
円
、
副
賞
は

コ
ロ
ム
ビ
ア
の
ラ
ジ
オ
電
蓄
、
二
等
三
万
円
、

副
賞
は
同
社
の
ラ
ジ
オ
で
各
一
名
、
佳
作
は

三
名
で
五
千
円
ず
つ
で
あ
っ
た
。

主
催
や
後
援
、
審
査
員
の
顔
触
れ
を
見
る

と
、
横
浜
市
と
の
関
わ
り
が
深
い
こ
と
が
分

か
る
。
し
か
し
、
期
日
が
短
期
間
で
あ
っ
た

た
め
か
、
募
集
の
記
事
は
、
月
刊
の
『
広
報

よ
こ
は
ま
』
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
産
経
時
事
の
提
案
・
主
導
に

よ
っ
て
企
画
さ
れ
、
進
め
ら
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

歌
詞
選
定
審
査
会

「
横
浜
の
歌
」
の
募
集
は
、
三
月
二
〇
日

に
締
め
切
ら
れ
た
。
締
め
切
り
を
報
じ
た
記

事
に
よ
る
と
（『
産
経
時
事
』
三
月
二
二
日

※
各
課
）、「
県
下
は
じ
め
全
国
か
ら
寄
せ
ら

開
港
百
年
と

作
詞
家
星
野
哲
郎

写真1　横浜開港百年祭「歓喜の港」の合唱　1958年5月10日
 （広報課写真資料）

写真2　 産業経済新聞社横浜総局　中区尾上町
1960年3月 （広報課写真資料）

1958年産経時事から産経新聞に紙名が変更された。
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れ
た
歌
詞
は
予
想
外
の
全
国
的
人
気
を
集

め
」
て
お
り
、
三
月
一
五
日
頃
か
ら
到
着
す

る
歌
詞
が
急
増
し
、
締
め
切
り
の
二
〇
日
に

は
二
〇
〇
通
を
超
え
る
応
募
が
到
着
し
た
。

最
終
的
に
は
、
一
二
三
九
編
の
歌
詞
の
応
募

が
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
県
内
は
二
二
四
編
で
、

残
り
の
一
〇
〇
〇
編
以
上
が
全
国
各
地
か
ら

応
募
さ
れ
て
い
た
。

応
募
作
品
か
ら
「
横
浜
の
歌
」
を
決
め
る

審
査
会
は
、
三
月
二
五
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
行
わ
れ
た
（『
産
経
時

事
』
三
月
二
六
日
※
各
課
）。
審
査
員
は
、

最
初
の
発
表
と
は
若
干
異
な
り
、
審
査
委
員

長
内
山
知
事
、
田
中
省
吾
市
長
代
理
、
二
宮

良
三
郎
横
浜
商
工
会
議
所
総
務
部
長
、
草
野

徳
義
市
広
報
課
長
、
西
野
武
雄
横
浜
蓄
音
機

商
組
合
長
、
作
詞
家
石
本
美
由
起
、
作
曲
家

船
村
徹
、
林
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
企
画
課
長
、

原
田
同
社
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
木
下
産
経
時
事

常
務
、
渡
辺
同
社
横
浜
支
局
長
で
あ
っ
た
。

冒
頭
、
田
中
市
長
代
理
が
、
高
等
学
校
時

代
に
寮
歌
に
応
募
し
て
一
席
を
取
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
の
で
、
張
り
切
っ
て
き
た
な
ど
と

発
言
し
て
、
談
笑
の
う
ち
に
審
査
に
入
っ
た

と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
一
〇
〇
〇
編
を
超
え
る
応
募
の
中

か
ら
、
入
選
候
補
作
と
し
て
一
三
編
が
選
定

さ
れ
た
。
こ
の
中
か
ら
、
一
等
は
「
歌
謡
曲

と
し
て
格
調
高
い
も
の
」、
二
等
は
「
民
謡

調
で
老
若
男
女
が
だ
れ
で
も
く
ち
ず
さ
む
こ

と
が
で
き
、
自
然
に
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
踊
り

出
す
よ
う
な
親
し
み
の
あ
る
も
の
」
と
の
基

準
で
選
考
が
進
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
二
等
の
民
謡
調
の
選
考
に
は
、

意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
よ
う
で
、
西
野
武
雄

か
ら
は
、「
地
元
の
民
謡
協
会
の
意
向
も
く

ん
で
」、「
渋
い
も
の
」
と
「
若
者
向
き
」

を
織
り
交
ぜ
た
も
の
と
の
意
見
や
、
船
村
徹

か
ら
は
、「
横
浜
的
な
言
葉
に
と
ら
わ
れ
ず
、

ミ
ナ
ト
、
船
、
海
な
ど
で
十
分
に
横
浜
の
情

景
を
言
い
つ
く
し
リ
ズ
ム
カ
ル
な
調
子
の
も

の
」
な
ど
の
意
見
も
出
さ
れ
た
と
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
最
終
的
に
は
、「
船
村
氏
の
作
曲

に
期
待
す
る
こ
と
で
全
員
異
議
な
く
」、
入

選
二
編
と
佳
作
三
編
を
選
定
し
た
。

内
山
審
査
委
員
長
は
、「
横
浜
だ
け
で
な

く
全
国
民
に
親
ま
れ
る
も
の
を
選
ん
だ
」
と

述
べ
、
作
曲
を
担
当
す
る
船
村
徹
は
、「
全

国
の
人
に
ア
ッ
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
な
横
浜
の

歌
の
決
定
版
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
作
曲
す

る
つ
も
り
で
す
」
と
抱
負
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
横
浜
の
歌
」
は
、
全
国
に
発

信
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
た
。

記
事
で
は
、
こ
の
入
選
・
佳
作
は
四
月
一

日
の
紙
面
で
発
表
、
ま
た
、
船
村
徹
作
曲
、

美
空
ひ
ば
り
「
吹
込
み
」
で
レ
コ
ー
デ
ィ
ン

グ
さ
れ
、
五
月
四
日
県
立
音
楽
堂
に
お
い
て

発
表
さ
れ
る
予
定
と
の
告
知
も
さ
れ
た
。

入
選
作
の
発
表

告
知
の
よ
う
に
、
四
月
一
日
付
『
産
経
時

事
』
紙
面
で
入
選
・
佳
作
が
発
表
さ
れ
た
。

東
京
本
社
版
に
は
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い

た
審
査
員
の
名
前
と
、
一
等
、
二
等
、
佳
作

の
賞
金
・
賞
品
と
、
作
品
名
、
受
賞
者
の
住

所
氏
名
が
掲
載
さ
れ
た
。
最
初
に
書
い
た
よ

う
に
、
一
等
が
「
浜
ッ〔

つ
〕

子
マ
ド
ロ
ス
」、
二

等
が
「
み
な
と
祭〔

踊
〕

り
」
で
両
詞
と
も
に
山
口

県
在
住
の
星
野
哲
郎
、佳
作
は
、岸
田
繁
「
ハ

マ
の
波
止
場
は
ふ
る
さ
と
な
の
さ
」、
小
島

喜
美
雄
「
ミ
ナ
ト
横
浜
か
ぞ
え
歌
」、
斎
藤

崇
男
「
ミ
ナ
ト
横
浜
よ
い
と
こ
ろ
」
の
三
編
、

小
島
と
斎
藤
は
神
奈
川
県
在
住
で
あ
っ
た
。

一
・
二
等
が
同
じ
人
の
作
品
で
あ
っ
た
こ

と
に
は
、
二
五
日
の
審
査
会
で
異
論
が
あ
っ

た
と
い
う
。
し
か
し
、
船
村
徹
が
、
良
い
詞

な
ら
ば
同
じ
人
で
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と

強
硬
に
主
張
し
、
最
終
的
に
は
審
査
委
員
長

の
内
山
知
事
が
結
論
を
出
し
た
と
い
う
（
小

西
良
太
郎
『
海
鳴
り
の
詩
』
七
二
～
七
四
頁
）。

『
産
経
時
事
』
地
方
版
（
※
各
課
）
に
は
、

一
等
・
二
等
の
歌
詞
が
掲
載
さ
れ
、
そ
れ
と

と
も
に
、
受
賞
者
の
星
野
哲
郎
の
経
歴
が
詳

細
に
掲
載
さ
れ
、
コ
メ
ン
ト
も
載
せ
ら
れ
て

い
た
。
受
賞
者
の
紹
介
に
は
、「
ま
さ
に
玄

人
は
だ
し
」「
夢
の〝
港
〟を
見
事
な
歌
詞
に
」

と
の
見
出
し
が
付
け
ら
れ
、「
マ
ド
ロ
ス
生

活
を
夢
み
て
」
清
水
商
船
高
等
学
校
に
進
み
、

卒
業
後
、
日
魯
漁
業
に
入
社
し
ト
ロ
ー
ル
船

に
乗
る
も
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
病

気
の
た
め
に
下
船
、
以
後
、
闘
病
生
活
の
か

た
わ
ら
詩
作
に
励
み
、
五
二
（
昭
和
二
七
）

年
コ
ロ
ム
ビ
ア
歌
謡
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し

世
に
出
た
等
の
経
歴
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

星
野
哲
郎
が
後
に
書
い
た
も
の
に
よ
る
と

（
星
野
『
紙
の
舟
』
二
〇
～
二
九
頁
な
ど
）、

病
床
で
文
章
を
書
く
こ
と
を
覚
え
、
コ
ロ
ム

ビ
ア
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
作
詞
家
の
石
本
美
由
起

が
主
宰
す
る
歌
謡
同
人
誌
に
誘
わ
れ
、
作
詞

の
勉
強
を
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
コ
ン

ク
ー
ル
等
に
応
募
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。

こ
の
間
、
N
H
K
放
送
開
始
三
〇
周
年
記
念

ラ
ジ
オ
歌
謡
や
、
小
野
田
市
政
一
五
周
年
記

念
で
一
等
と
な
り
、
記
事
の
よ
う
に
「
玄
人

は
だ
し
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
コ
メ
ン
ト
で
は
、「
二

十
一
年
練
習
船
海
王
丸
の
甲
板
上
で
山
下

パ
ー
ク
の
緑
を
遙
か
に
望
み
な
が
ら
卒
業
式

を
し
た
港
」
で
あ
っ
た
が
、「
余
り
身
近
に

い
な
い
と
い
う
こ
と
が
よ
い
面
ば
か
り
を
思

い
出
さ
せ
る
。
私
の
心
の
中
に
あ
る
横
浜
は

現
実
よ
り
も
夢
の
方
が
多
い
訳
で
す
か
ら

〝
横
浜
の
歌
〟
を
書
か
さ
れ
る
場
合
そ
の

方
が
か
え
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
で
す
か
」

と
、
身
近
で
な
い
た
め
に
か
え
っ
て
「
夢
」

の
よ
う
な
良
い
面
が
思
い
出
さ
れ
て
、
そ
れ

が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
、横
浜
の「
日

本
だ
け
じ
ゃ
な
い
世
界
の
マ
ド
ロ
ス
さ
ん
た

ち
の
オ
ア
シ
ス
」
と
言
う
と
こ
ろ
を
書
き
た

か
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。

こ
の
「
横
浜
の
歌
」
が
選
定
さ
れ
た
こ
と写真3　『広報よこはま』第98号の記事　1957年4月

スペースの都合上、段の位置を移動した。
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は
、『
広
報
よ
こ
は
ま
』
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
歌
詞
の
掲
載
は
な
く
、
二

位
の
タ
イ
ト
ル
を
「
ミ
ナ
ト
横
浜
メ
リ
ケ
ン

ば
や
し
」
と
し
て
い
る
な
ど
、
先
の
募
集
の

告
知
が
無
い
こ
と
も
合
わ
せ
て
、
市
側
の
関

わ
り
は
余
り
深
く
な
い
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

な
お
、
新
聞
記
事
・『
広
報
よ
こ
は
ま
』

と
も
に
、
五
月
四
日
県
立
音
楽
堂
に
お
い
て

発
表
会
が
行
わ
れ
る
旨
を
報
じ
て
い
る
。

さ
て
、
星
野
哲
郎
は
、
師
と
仰
ぐ
石
本
美

由
起
か
ら
の
電
報
で
入
選
を
知
っ
た
。
ま
た
、

先
の
新
聞
記
事
も
送
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
美
空
ひ
ば
り
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

に
合
わ
せ
て
上
京
す
る
。
四
月
二
二
日
、
千

代
田
区
内
幸
町
の
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
へ
赴
き
、

作
曲
家
の
船
村
徹
と
美
空
ひ
ば
り
に
初
め
て

対
面
す
る
。
船
村
徹
は
、
星
野
哲
郎
に
対
し
、

賞
金
が
入
っ
た
の
で
上
京
し
て
は
ど
う
か
と

勧
め
、
こ
こ
か
ら
、
本
格
的
に
プ
ロ
の
道
へ

進
む
こ
と
と
な
っ
た
。

横
浜
の
歌
発
表
会

五
月
四
日
、
県
立
音
楽
堂
に
お
い
て
、
横

浜
の
歌
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
こ

の
発
表
会
を
報
じ
た
新
聞
記
事
は
、
見
つ
け

ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
誰
が
出
席
し
、

何
が
行
わ
れ
た
の
か
は
、
ほ
と
ん
ど
分
か
ら

な
い
。
そ
の
中
で
、
市
史
資
料
室
所
蔵
「
広

報
課
写
真
資
料
」
に
は
、
こ
の
時
の
様
子
を

撮
影
し
た
写
真
が
残
さ
れ
て
お
り
、
会
の
様

子
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
。

写
真
4
で
は
、
壇
上
に
一
三
名
（
他
の
写

真
と
合
わ
せ
て
）
が
座
り
、
田
中
省
吾
市
長

代
理
が
挨
拶
を
し
て
い
る
。
田
中
の
後
ろ
に

は
内
山
岩
太
郎
県
知
事
の
姿
が
見
え
る
。
そ

の
他
の
人
達
は
確
認
で
き
な
い
が
、
審
査
員

の
面
々
で
あ
ろ
う
か
。
上
の
横
断
幕
に
は
、

「
横
浜
の
歌
発
表
会
」
と
あ
り
、
そ
の
上
に

は
「
横
浜
開
港
百
年
記
念
」
と
書
い
て
あ
る

よ
う
で
あ
る
。
主
催
は
産
経
時
事
、
後
援
に

横
浜
市
・
神
奈
川
県
観
光
協
会
・
横
浜
商
工

会
議
所
、
協
賛
に
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
株
式
会

社
・
横
浜
蓄
音
機
商
組
合
・
横
浜
ネ
ッ
カ

チ
ー
フ
振
興
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

横
浜
市
は
発
表
会
の
主
催
で
は
無
か
っ
た
。

し
か
し
、
横
浜
市
と
産
経
時
事
の
旗
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
両
者
が
中
心
で
あ
る
こ
と
に
は

変
わ
り
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
別
の

写
真
で
は
、
表
彰
状
の
よ
う
な
も
の
を
渡
し

て
い
る
シ
ー
ン
が
あ
る
の
で
、
受
賞
者
が
来

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
星
野
哲
郎

が
来
て
い
た
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
。

写
真
5
は
、
当
日
の
出
演
歌
手
で
、
島
倉

千
代
子
等
が
出
演
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
で
美
空
ひ
ば
り
の
写
真
は
な
く
、「
浜
っ

子
マ
ド
ロ
ス
」
等
は
、
ひ
ば
り
の
歌
で
は
披

露
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
後
援
の
横
浜
商
工
会
議
所
会

頭
半
井
清
の
手
帳
（
半
井
清
資
料
E
─
34
）

に
は
、「
1
時
（
12
・
30
）
音
楽
堂　

横
浜
の

歌
発
表
会　

挨
拶
、M

iss U
nivers 

M
iss W

orld

発
表　

産
経
時
事
」
と

あ
り
、
半
井
が
、
会
頭
と
し
て
挨
拶

を
す
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
し
か
し
、
写
真
で
は
確
認
で
き

ず
、
実
際
に
本
人
の
挨
拶
が
あ
っ
た

の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、

ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
、
ミ
ス
・
ワ
ー

ル
ド
の
何
ら
か
の
発
表（
県
代
表
?
）

が
予
定
さ
れ
て
い
た
。『
産
経
時
事
』

三
月
一
〇
日
に
は
、
主
催
産
経
時
事

で
「
東
京
代
表
を
募
る
」
と
い
う
告

知
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
横
浜
の
歌

発
表
会
と
ミ
ス
の
発
表
は
、
産
経
時

事
主
催
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
続
け
て
行

わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
翌
年
五
月
一
〇
日
に
行
わ

れ
た
開
港
百
年
祭
の
第
二
部
歌
謡
大

会
で
は
、
渡
辺
は
ま
子
等
と
と
も
に
、

美
空
ひ
ば
り
が
出
演
し
、「
浜
っ
子

マ
ド
ロ
ス
」
を
歌
っ
て
い
る
。
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写真4　 横浜の歌発表会で挨拶をする田中省吾市長代理  
1957年5月4日 （広報課写真資料）

写真5　横浜の歌発表会の出演歌手（島倉千代子等）　1957年5月4日 （広報課写真資料）




